
１　施設の概要

指定期間

※職員数は平成２２年４月１日現在

２　収支の状況

平成21年度（決算）

平成23年7月14日

事 業 内 容

文化・国際課

単位：千円

施 設 名 高知県立美術館

・美術品及び美術に関する資料の収集、保管及び展示
・美術に関する専門的な調査研究
・美術に関する講演会、講習会、研究会等の教育普及活動
・美術品等の展示のための県民ギャラリーの提供
・音楽、演劇等の鑑賞のためのホールの提供
・上記のほか、美術館の設置の目的を達成するために必要な業務
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公の施設の指定管理者における業務状況評価

所管課

収入計

　常勤職員：　　１２人　　　　契約職員：　　　１３人　　　　　　　合計：　　　２５人

305,769 292,046

48,116

平成22年度（決算）

職 員 体 制

368,759

18,597 19,432

(125,848) (101,988)

111,628

平成２１年　４月　１日 ～ 平成２６年　３月３１日

513

374,503

374,503 393,331

39,446

支出計

90,098

283,892

施 設 内 容

○ 面積、施設・設備名、定員、開館時間、休館日、主な料金など

<建物>延べ床面積：6,388㎡　　 ＳＲＣ造地上3階建
<土地>　19,574㎡　　駐車場 144台
<主要施設> 常設展示室、企画展示室、県民ギャラリー、講義室、創作室、
　　　　　　　　ミュージアムショップ、レストラン、美術館ホール（399席）など
<開館時間>午前9時～午後5時
<休館日>　 12月27日～1月1日
<主な料金>　常設展 一般350円・大学生250円
　※高校生以下、高知県長寿手帳(65歳以上)、身体障害者手帳、療育手帳、
　　精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康手帳を所持する者と
　　介護又は介助者1名、高知市長寿手帳を所持する者は無料
　　　　　 施設利用料　　県民ギャラリー21,230円（1日）、企画展示室53,100円（1日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホール1日38,080～45,910円

指 定 管 理 者 名

施 設 所 在 地

財団法人高知県文化財団

高知市高須３５３番地２

393,331

714 7,144

368,759

280,989
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常設展

企画展

美術館ホール

貸し館

貸し館（ホール）

県民ギャラリー

合計

評価

①指定管理期間における要求水準１「アートセンターとしての役割の確立を目指す」

A

A

A

A

A

A

B

B

B
A

4,231 人

81,679 人 50,814 人 － 30,865人

＋ 11,179人47,943 人

45,190 人

36,764 人

25,956 人

112,447 人

－ 17,385人

＋ 67,257人

平成21年度（実績）

7,545 人

43,341 人

－ 514人3,717 人

①年間利用者数 合計
(単位：人)

平成22年度（実績）

7,778 人

＜利用実績＞
　平成22年度は前年比較全体で約３万人の増加が見られるが、美術館事業での利用
者数は前年に比べ17,666人減少した。
　利用者全体の増加は、年度にまたがった場合に次年度でカウントする貸し館事業に
よるものである。

＋ 29,905人248,655 人218,750 人

３ 利用状況

４－１　平成２２年度業務評価（指定時の県の要求水準に対する項目による）

＋ 233人

前年度比較

事業評価委員会意見

・文化庁事業に採択されたことは全国に誇れる。
・パフォーミングアーツは高く評価できる。ホール事業が常
に独創的。

・ワークショップや講演会等を毎週末行っている。

展覧会、ホール事業、教育普及事業（アウトリー
チ）を３つの柱に、幅広い活動を展開する。また、
指定管理期間を通じて利用者を増やすことで、県
民の文化を支える総合的なアートセンターとしての
存在感を高める。また、子どもたちが芸術に触れ
るという観点で事業を計画し実施する。

県民の財産である館所蔵作品
が多くの県民の目に触れるこ
とができるよう、展覧会での計
画的な公開とデジタルデータ
化などに努める

世界有数のシャガールコレク
ションなどを生かして高知県立
美術館発の企画、情報を発信
する

・県民が誇れる美術館になっている。

・データベース化を進めている。

・他館に貸出作品が多いのは評価できる。
・国外で認知、貸出も増加しクレジット記載によりイメージ
アップ。

項　　　　　　　目

県民が期待
する質の高
い作品に触
れる場を提
供し、芸術や
文化に対す
る関心を深
める

演劇、舞踊、音楽、映画の分野を中心に多彩な
舞台芸術を県民に提供するとともに、美術館に
本格的なホールが併設されているという特徴を
これまで以上に生かした事業を企画し、これらの
分野で全国に誇れる存在となる

展覧会に関連する講演やワークショップな
どの実施、アートライブラリーの充実等、館
内でのプログラムを進める

館外に出向いて事業を行うなど美術館から
遠い地域を含めて県内全域でアートが身近
に感じられる取組を進める

・１１月３日の開館記念日事業は素晴らしかった。

・出前美術講座、ハローミュージアム等、遠い地域、なか
なか行けない人たちへの対応が地道に丁寧になされてい
る。

・収蔵庫のスペース増を望む。
・保存、修復の充実と災害への対策も行う。

・地震に関しては立地条件で大きなハンデがある。
・危機管理部会を月１回開催し備えている。

・資料収集予算の少ないのはネック。

収蔵作品の適切な保管に努め、信頼される
美術館としての評価を高める

南海地震やその他の風水害から美術作品
を守る観点から、管理運営面での対策を行
う

寄贈を中心として資料収集に努める

上記の要求水準以外の取組

2 ページ



A

A

A

A

A

B

A

A

B収支の状況

社会的責任
・法令等の遵守
・個人情報、情報公開の状況

建物や設備の管理
・点検・修繕の実績
・業務委託の状況

危機管理
・風水害、火災、地震、盗難等
危機管理対策
・マニュアルの作成
・職員研修

サービス向上への取組
・自己点検・評価の状況
・事故、クレームへの対応
・職員の専門性の向上
・研修の実施状況
・その他サービス向上の取組

利用実績の状況
・利用状況の分析

経営努力
・収入増加の取組
・経費削減の取組

利用実績

・芸術家も親しみをこめて集まっている。

・サンデーマガジン、ノルシュテイン、ポップアート、いずれ
も魅力が少なかった。

４－２　平成２２年度業務評価（効率的な運営、サービスの向上、施設、設備の管理に関する評価）

・南海地震に発生が心配される液状化現象への対策を考
慮に入れてもらいたい。
・危機管理の取り組みを様々行う。

・子ども、高齢者、障害者に視点をあてたサービスに努め
ている。
・ツイッターも開始した。

適正な管理
運営の確保

利用者サー
ビスの維持

向上

【評価の目安】

Ａ：仕様書(要求水準）の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われたもの
Ｂ：おおむね仕様書(要求水準)の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われたもの
Ｃ：仕様書(要求水準)の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要なもの
Ｄ：管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善を要するもの

総合評価 A

・震災対策のための整備が課題である。
・ホール芸術など近隣の県から訪れるほど活発に活動し
ている。
・良くやっている。現状の取り組み水準を維持し続けてほ
しい。
・収容力の高い企画展と、本当に開催する意義のある企
画展を割り切って、美術館の存在をアピールしてほしい。

県内の芸術家、演奏家を支援
する取組を行う

カルチャーサポーターが主体
的に事業に参画できる仕組み
づくり

・「りぶらあと」は浸透しており、好評。

アートの拠点として県民の創造的な芸術文化
活動を支援し、育てる役割を担う。この場合、
美術館に来ることが容易な県中央部だけでな
く、県内全域でアートに触れ楽しむことができ
る視点に留意する。

他の美術
館をはじめ
市町村、
NPO等関
係団体の
活動に協
力するな
ど、県内各
地域での
アートの取
組に支援す
る

上記の要求水準以外の取組

②指定管理期間における要求水準２「県民の芸術文化の活動を支援する」

作品の貸出、企画展の支援、
合同展の実施教育普及事業
の相互協力などを行う
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